
１．適用工種

国道バイパス道路改良での抑止杭施工は、シル

ト質砂礫（玉石混り）の地下水位が、１．０ｍ～４．０

ｍと高い地質の為にロックスカットWパース工

法にて、専用ラフタークレーンで、削孔から杭建

て込み設置する工法にて、抑止杭 φ６００、L＝１０ｍ

以内の鋼管を現場溶接にて数本つなぎで、L＝

１４．５ｍ～１６．０ｍ所定の長さに仕上げて、切土土留

抑止壁を構築する。

２．問題点

今回施工する鋼管杭が、厚さ６０ｍｍもあり

品質管理、工程管理にて

＊厚肉溶接施工には、熟練溶接工及び、天候等の

条件による品質が左右される事と、溶接箇所の検

査が難しく全箇所だと日数がかかる。

＊また専用ラフタークレーン１台にて施工できる

が、杭重量最大１２．８ｔ（通常３ｔ程度）ある為に

作業半径が小さくなるなど、作業効率が、落ちて

しまう。

３．工夫・改善点

抑止杭溶接の品質確保及び、天候に左右されな

い事と、作業効率を上げることで、工程の短縮を

図る。

施工順序内の工夫

・従来の施工順序
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・変更後の施工順序

生産工場にて、自動溶接（炭酸ガスシールアー

ク自動溶接）で、安定した品質検査後納入
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工程管理
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道路改良に伴う地滑り対策地での抑止（鋼管）杭の
効率的な施工
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４．効果

・抑止杭に於いて、生産工場 ISO９００１工場管理

の下、確実な溶接を施した製品を安全に納入され、

信頼の置ける品質の確保が出来た。

・施工に於いては、杭の削孔作業を杭打ち機で

ある改造ラフタークレーン（５０ｔ吊り）で、施工

し、相番のラフタークレーン（４５ｔ吊り）にて、

杭の荷受、建て込み作業をすることで、工期の短

縮が出来た（歩掛り２９．２６日、実施工２６日）

５．採用時の留意点

� 施工条件

現地地盤の削孔土質が、シルト質砂礫～玉石で

あり、地下水位が１．０ｍ～４．０ｍと高く硬質地盤は

もとより、中間層に軟弱層や湧水等で崩壊しやす

い地盤を挟んでいる中で、外周ケーシングにより

孔壁を保護できる工法であった。

� 地下水処理

地下水位が高く鋼管杭中詰コンクリートの品質

低下が懸念されることから、杭底面に円形鋼板を

貼り付ける事で、底部からの地下水侵入防止にて、

杭内部をドライに出来中詰コンクリート打設によ

り、抑止杭施工できた。

写真―３ 杭打ち機と相番クレーン平行作業

写真―１ 鋼管杭 L＝１５．０m（溶接製品）

写真―２ 杭打ち機削孔作業
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